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研究成果の概要： 

20世紀初頭ロシアのさまざまな思想潮流に、近代的世界観を超克した＜新しい人間＞を創造
しようとする志向が共通して見られることを明らかにした。また、この時期の諸潮流間の論争
を＜新しい人間＞のあり方やその創造手段、それが立脚する世界観をめぐる論争としてとらえ
なおした。さらに、＜新しい人間＞の創造をめぐる論争という新たな視角を導入することによ
って、20世紀初頭ロシア思想・文化史の新たな枠組みの構築を試みた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 700,000 0 700,000 

２００７年度 500,000 0 500,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 1,700,000 150,000 1,850,000 

 
 
研究分野：ロシア思想・文化史 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ文学（英文学を除く） 
キーワード：ロシア、思想史、哲学、文学、２０世紀 
 
１．研究開始当初の背景 
 
ソ連邦の消滅に伴い、20世紀初頭ロシア思

想・文化史の従来の図式は妥当性を失い、新

たな枠組の構築が待望されているが、国内外

いずれにおいてもいまだ実現していない。本

研究代表者佐藤正則は、平成 15－17 年度科

学研究費補助金研究（若手研究（B））におい

て、＜近代の超克＞、＜新しい世界観＞の模

索と論争という独自の視角から、20世紀初頭

ロシア思想・文化史の新たな枠組の構築を試

みてきた。その過程で、この視角の有効性は

立証されたが、同時に、新たな枠組の完成の

ためには、①新たな世界観の中核としての人

間観、世界における人間の位置づけ、②＜新

しい世界観＞を体現する＜新しい人間＞の

理念とその創造手段、の２点に絞ってさらに
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詳細な研究が必要であるとの認識に至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、＜新しい人間＞とその創

造をめぐる論争の視角から、20 世紀初頭－

1910 年代ロシア文化・思想史を再構築する

ことにあった。具体的には以下の 3点である。 

（１）20世紀初頭－1910年代ロシア諸思想

潮流における新たな人間観の解明 

さまざまな知的潮流（マルクス主義、新

カント派、神秘主義、宗教思想、象徴主義

など）において、近代を超克する新たな世

界観の模索の中でどのような新たな人間観

が築かれたのかを、解明する。 
（２）＜新しい人間＞をめぐる論争の跡づ

け：論点と論争の構図の明確化 

知識人間で展開された論争を、人間観の相

違と＜新しい人間＞の理念とその創造手段

という観点からとらえなおし、論争の論点と

対立点、論争の構図を明確なものとする。 

（３）20世紀初頭－1910年代ロシア文化・

思想史の新たな枠組の構築、ソ連期文化への

展望 

上記の（１）、（２）を踏まえ、＜近代の超

克＞、＜新しい世界観＞と＜新しい人間＞の

構築をめぐる論争という観点から、20世紀初

頭－1910 年代ロシア文化・思想史の新たな

枠組を構築する。同時に、1920－30 年代の

ソ連期文化に対する新たな視座について展

望する。 

 

 
３．研究の方法 
 
（１）研究の具体的内容 

本研究は大きく３つの段階に分けておこ

なわれた。下記の①は平成 18 年度、②は平

成 19年度、③は平成 20年度におおむね該当

する。 

①20 世紀初頭ロシア諸潮流における新たな

人間観：その共通性と多様性 

さまざまな知的潮流・運動において、近代

を超克する新たな世界観を模索する中でど

のような新たな人間観が形成されたのかを

明らかにすることを試みた。おもにとりあげ

た潮流は、マルクス主義、新カント派観念論、

神秘主義、宗教思想、象徴主義芸術運動など

であった。具体的に解明を試みたのは以下の

３点であった。それぞれの思想潮流における

人間観、それぞれの思想潮流における創造さ

れるべき＜新しい人間＞のイメージ、人間観

が立脚する世界観とその中での人間の位置

づけと役割。 

②＜新しい人間＞をめぐる論争：論点と論争

の構図 

上記の①の成果を受け、諸潮流の内部、ま

た諸潮流間における人間観の相違点を明確

なものとし、＜新しい人間＞をめぐるいくつ

かの特徴的論争の展開を具体的に追跡し、論

争の論点、構図を明確化することを試みた。 

まず、当時の諸潮流間の論争の中で、特に人

間観が論点であることが明白なものについ

て、論争の基本構図の整理をおこなった。 

 さらに、表層に現れる論点が人間観をめぐ

るものではない論争についても、人間観の相

違という視角を導入することでどのような

異なる解釈が可能となるのかを試行した。 

 また、諸潮流における人間観をより明瞭な

ものとするために、＜新しい人間＞の実現手

段についての諸潮流の理念、＜新しい人間＞

の創造を目的とした具体的な実験を跡づけ

た。とくに、＜新しい人間＞の創造手段とし

て、象徴主義やアヴァンギャルドといった芸

術理論家ばかりではなく、宗教思想家さらに

はマルクス主義者（ボリシェヴィキ）からも

注目されていた演劇＝祝祭の理論と実践に



ついて、諸潮流間の共通性と相違点、相互交

流と論争を跡づけた。 

③20世紀初頭ロシア文化・思想史の新たな枠

組の構築：ソ連文化への展望 

上記の①、②の研究成果を受け、近代を超

克する＜新たな世界観＞とそれを体現した

＜新しい人間＞の創造の理念とその創造手

段をめぐる論争という新たな視角から、20

世紀初頭ロシア思想・文化史を再構築するこ

とを試みた。 

さらに 1930年代ソ連期文化を展望し、20世

紀初頭から 1930 年代までを包括的に把握で

きる視座の可能性を考察した。 

 
（２）研究の手法と視角 

本研究は、20世紀初頭ロシア思想・文化関

係の広範な資料を必要とした。とくに論争の

多くは雑誌上で展開されており、論争を跡づ

けるには当時の雑誌等のマイクロ資料の入

手が不可欠であった。こうした資料の収集に

あたっては、20 世紀初頭－1910 年代ロシア

思想・文化関係雑誌マイクロ資料を購入し、

また 20 世紀ロシア文化・文学関係の原典資

料の豊富な早稲田大学・東京大学図書館での

資料収集をおこなった。 

また、研究の遂行にあたっては、以下の視

点を導入した。 

①哲学・政治・芸術運動の連関的把握 

哲学・政治・芸術運動を、別個の領域とし

てではなく、同一文脈上で関連させて検討す

る。とくに象徴主義を、狭義の芸術理論とし

てではなく、包括的な世界観・現実的世界変

革理論としてとらえる。 

②思想・文化史の新しい動態的な枠組 

従来の固定化された分類方法を廃し、新た

な観点から既存の図式の大胆な組み替えを

試みる。表層の活動分野の違いや抽象的認識

理論の相違に基づく静態的図式ではなく、論

争を軸とした動態的な思想・文化史を構築す

る。 

③＜近代の超克＞の視座、ロシア特殊論から

の解放 

＜近代の超克＞の視点を導入し、ロシア思

想・文化史を＜ロシア的特殊性＞によって説

明する旧来の研究をしりぞけ、ロシア思想を

西欧思想との連動と相互作用の局面でとら

える。 

 

 
４．研究成果 
 
（１）20世紀初頭ロシア諸思想潮流における

新しい人間観と、それが立脚する世界観 

立場の異なる諸潮流（マルクス主義、新カ

ント派観念論、神秘主義、宗教思想、象徴主

義芸術運動など）において、新たな世界観、

新たな人間観を構築しようとする試みが共

通して見られることを示した。 

その際、思想的立場の違いにもかかわらず、

これらの潮流において、＜新しい人間＞が立

脚する世界観についていくつかの共通点が

存在することを明らかにした。とりわけ重要

な共通点として、①直観哲学、②新たな＜実

在論＞を指摘した。 

①直観哲学 

直観哲学は、人間が形而上学的本質世界を

直接的に把握できるとする立場であるが、こ

れに着眼したものとして、ロースキー、マル

クス主義から観念論・宗教哲学へと転換した

ベルジャーエフ、さらに象徴主義者たちがあ

げられる。 

彼らの直観哲学への着眼に、近代西欧的な

主客・物心二元論と不可知論とを克服した一

元論的な世界観と人間観への希求が存在し

ており、また個的人格を形而上学的存在との

直接的結合によって根拠づけようとする新



たな人間観の構築への志向があることが明

らかとなった。 

②新たな＜実在論＞ 

当時の主要な諸潮流（観念論哲学、宗教思

想、象徴主義芸術運動、マルクス主義）に、

新たな＜実在論＞の探究が共通して存在す

ることを示した。 

さらに、＜実在論＞と＜実在性＞の意味内

容や＜実在性＞と人間との関係についての

見解はそれぞれの思想的立場により異なる

ものの、にもかかわらず、いずれの潮流にお

いても共通して、この新しい＜実在論＞が近

代的な主客二元論と近代的個人主義を克服

し、＜新しい人間＞の礎を成すものとみなさ

れていたことを解明した。 

 
（２）＜新しい人間＞をめぐる論争 

20 世紀初頭のロシアの知識社会で展開さ

れた代表的論争のいくつかが、近代的世界観

と人間観の動揺を背景としたものであり、＜

新しい人間＞の創造とそれを裏づける哲学

的世界観の構築という共通の課題を持って

いたこと、その共通課題の解決の方向性をめ

ぐる論争という側面を持っていたことを明

らかにした。 

そうした論争としては以下のものがあげ

られる。①象徴主義内部での芸術理論と哲学

面での論争、②観念論・宗教哲学者と象徴主

義者との論争、③象徴主義者・観念論哲学者

とマルクス主義者との論争。 

これらの論争はいずれも、従来は、人間観

の観点からとらえられることはなかった。 

①象徴主義内部での芸術理論と哲学面での

論争 

従来は象徴主義運動内での世代間対立と

して理解されることが主流であったが、本研

究では、＜神秘的アナーキズム＞が論争の発

端の一つであった点に着目することで、個的

人格の形而上学的裏づけと＜実在性＞概念、

世界と人間との関係をめぐる論争としてと

らえなおした。  

②観念論・宗教哲学者と象徴主義者（前期・

後期それぞれ）との論争 

 観念論・宗教哲学者ベルジャーエフと後期

象徴主義者イヴァノフ、チュルコフらが、と

もに＜実在論＞を志向しながらも、両者の間

に、＜実在性＞概念、世界と人間との関係性

の理解において大きな相違があったことを

明らかにした。 

③象徴主義者・観念論哲学者とマルクス主義

者との論争。 

 20世紀初頭に登場した新しい思想潮流（観

念論や象徴主義）はマルクス主義者とは表面

上は激しく対立していた。しかし前者のうち

ベルジャーエフや後期象徴主義者たちが新

たな＜実在論＞を提唱していること、また後

者の内、論集『実在論的世界観概説』、『文学

の崩壊』に拠った一派もまた＜実在論＞を標

榜したことに着眼し、両者の論争を、＜実在

性＞概念の理解、世界と人間との関係をめぐ

る論争としてとらえなおした。 

 
（３）20世紀初頭－1910年代ロシア文化・

思想史の新たな枠組の構築 

20世紀初頭ロシア思想・文化史を、近代を

超克する＜新たな世界観＞とそれを体現し

た＜新しい人間＞の創造の理念およびそれ

をめぐる論争という視角から、再構築した。

その際、従来の固定化された分類方法を廃し、

新たな観点から既存の図式を組み替え、表層

の活動分野の違いや抽象的認識理論の相違

に基づく静態的図式ではなく、論争を軸とし

た動態的な思想・文化史の記述を試みた。 

従来の通説では、20世紀初頭のロシア思想の

特徴は実証主義・唯物論・無神論から観念

論・宗教哲学・神秘思想への転換とされ、当



時の知識人の間での論争（主に新しい思想潮

流とマルクス主義との間での）は、新しい観

念論哲学と古い唯物論との対立として理解

されてきた。 

本研究では、こうしたこれまでの図式を一

面的なものとして廃し、当時の主要な諸潮流

（観念論哲学、宗教思想、象徴主義芸術運動、

マルクス主義）のいずれにおいても新たな＜

実在論＞の探究が共通して見受けられる点、

その際、この新たな＜実在論＞が近代的な主

客二元論を解消すると同時に近代的個人主

義を克服した新しい共同体を実現する＜新

しい人間＞の礎を成すものとみなされてい

た点に着眼し、20世紀初頭のロシア思想を新

たな＜実在論＞の探究と模索と特徴づけ、観

念論哲学・象徴主義とマルクス主義との間の

論争、また象徴主義内部の論争を、精神的危

機意識と新たな＜実在論＞の渇望という共

通基盤の上での＜実在性＞概念の理解と＜

実在論＞のあり方の方向性をめぐる論争と

してとらえなおした。 

こうした本研究の成果をまとめた論考を

現在準備中である。 
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